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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 11,248 ― △156 ― △132 ― △97 ―

20年3月期第2四半期 11,107 △1.5 △153 ― △123 ― 44 △64.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 △16.13 ―

20年3月期第2四半期 6.65 6.58

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 23,375 16,358 70.0 2,715.23
20年3月期 23,350 16,693 71.5 2,770.82

（参考） 自己資本  21年3月期第2四半期  16,358百万円 20年3月期  16,693百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 20.00 ― 30.00 50.00
21年3月期 ― 20.00 ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 20.00 40.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,900 1.4 130 65.7 150 48.3 20 ― 3.32

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

〔（注） 詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。〕  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

〔（注） 詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。〕  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（1）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日における仮定を前提としておりま
す。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提条件その他に関する事項につきましては、2ページ【定性的情
報・財務情報】3.連結業績予想に関する定性的情報をご参照下さい。 
（2）当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期 7,611,000株 20年3月期 7,611,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期 1,586,355株 20年3月期 1,586,233株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期 6,024,713株 20年3月期第2四半期 6,714,060株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、原材料価格高の継続、米国のサブプライムローン問
題に端を発した金融市場の混乱などにより設備投資や個人消費が伸び悩み、景気の減速感がさらに増す状
況で推移いたしました。 
照明器具業界におきましては、昨年の改正建築基準法施行に伴う建築着工の大幅減に対する反動で新設

住宅着工戸数は前年同期に比べ増加いたしましたが、経済の先行きに対する不透明感から本格回復とはな
らず、依然低調なまま推移し、当社を取り巻く経営環境は厳しいものとなりました。 
このような状況の中、当企業グループは、6月に省エネタイプの照明器具をはじめとした新製品を多数

発売し拡販に努めた結果、省エネ性に優れた電球形蛍光ランプ搭載の照明器具販売が増加するなど、住宅
用照明器具の出荷は堅調に推移いたしました。しかしながら企業収益の低迷から設備投資意欲が減退し、
店舗・施設向け照明器具出荷は計画を下回る低調な推移となりました。 
また、電子部品の設計変更や梱包見直しなどの原価低減策を進めたものの、鋼板やアクリル樹脂などの

原材料価格高騰や海外調達品の価格上昇が進み、売上原価率が計画を超える水準となったことに加え、営
業担当者増員などにより販売費及び一般管理費も前年実績を上回って推移いたしました。 
この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は11,248百万円と前年同期に比べ1.3％増とわずかなが

ら増加いたしましたが、営業損失156百万円、経常損失132百万円、四半期純損失は97百万円となりまし
た。 
  

当第２四半期連結会計期間末における資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて25百万
増加し23,375百万円となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少535百万円に対して販売計
画に対する実績未達成による商品及び製品が724百万円増加したこと等によるものです。 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計につきましては、前連結会計年度末に比べて361百
万円増加し7,017百万円となりました。これは主に新製品の量産や原材料価格高騰により支払手形及
び買掛金が342百万円増加したこと等によるものです。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計につきましては、前連結会計年度末に比べて335
百万円減少し16,358百万円となりました。これは主に配当の支払等により利益剰余金が277百万円減
少したことに等によるものです。 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、
3,614百万円となり、前連結会計年度末に比べ458百万円減少しました。 
 各キャッシュフローの状況及び要因は次の通りであります。 

営業活動の結果支出した資金は9百万円となりました。この主な要因は、売上債権の減少535百万円
及び仕入債務の増加347百万円による資金の増加に対し、税金等調整前四半期純損失131百万円及びた
な卸資産の増加862百万円により資金が減少したこと等によるものです。 

投資活動の結果支出した資金は、256百万円となりました。この主な要因は、有形固定資産の取得
による支出220百万円があったこと等によるものです。 

財務活動の結果支出した資金は192百万円となりました。この主な要因は、配当金の支払による支
出181百万円があったこと等によるものです。 

  

当第２四半期連結累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成20年10
月31日に「業績予想の修正に関するお知らせ」を発表いたしました。平成20年10月31日発表時の通期業績
予想から変更はありません。 

  
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
(1) 資産・負債・純資産の状況
① 資産 

② 負債 

③ 純資産

(2) キャッシュ・フローの状況

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見
積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す
る方法によっております。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差
異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績
予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として先入先出法による原価法によっ
ておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準
委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号)が適用されたことに伴い、主として先入先出法に
よる原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)により算定しております。 
 この変更による損益に与える影響はありません。 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成５年６月17
日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指
針」(企業会計基準委員会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針
第16号)が平成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用すること
ができるようになったことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準を適用し、通常の
売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリ
ース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法に
よっております。 
 なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通
常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 
 この結果、リース資産が有形固定資産に74,822千円計上計上されております。なお、この変更によ
る損益に与える影響はありません。 

当社及び連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、機械装置の耐用年数については法人税法の
改正を契機として見直しを行い、一部の資産について耐用年数を短縮して減価償却費を算定する方法
に変更しております。 
 この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
① たな卸資産の評価方法

② 経過勘定項目の算定方法

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
① 四半期財務諸表に関する会計基準等の適用

② たな卸資産の評価に関する会計基準の適用

③ リース取引に関する会計基準の適用

(4) 追加情報
① 重要な減価償却資産の減価償却の方法
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部 

流動資産 

現金及び預金 3,915,911 4,374,506 

受取手形及び売掛金 3,965,866 4,501,431 

商品及び製品 3,997,706 3,273,172 

仕掛品 214,203 159,322 

原材料及び貯蔵品 552,249 469,223 

その他 710,234 472,609 

貸倒引当金 △5,024 △5,737 

流動資産合計 13,351,149 13,244,528 

固定資産 

有形固定資産 

建物及び構築物（純額） 4,799,684 4,915,598 

機械装置及び運搬具（純額） 240,520 242,724 

土地 2,098,147 2,098,147 

その他（純額） 422,765 339,521 

有形固定資産合計 7,561,118 7,595,991 

無形固定資産 1,129,682 1,099,676 

投資その他の資産 

投資有価証券 924,462 1,024,758 

その他 414,137 391,699 

貸倒引当金 △4,564 △6,544 

投資その他の資産合計 1,334,035 1,409,913 

固定資産合計 10,024,836 10,105,581 

資産合計 23,375,985 23,350,109 

負債の部 

流動負債 

支払手形及び買掛金 4,396,491 4,054,265 

短期借入金 10,396 11,124 

未払法人税等 44,597 50,789 

賞与引当金 295,294 294,370 

役員賞与引当金 － 2,000 

その他 997,997 1,059,914 

流動負債合計 5,744,776 5,472,463 

固定負債 

長期借入金 28,971 33,805 

退職給付引当金 297,658 293,988 

役員退職慰労引当金 112,082 108,598 

その他 834,191 747,727 

固定負債合計 1,272,903 1,184,119 
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（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債合計 7,017,679 6,656,582 

純資産の部 

株主資本 

資本金 3,105,500 3,105,500 

資本剰余金 2,890,655 2,890,655 

利益剰余金 11,695,636 11,973,556 

自己株式 △1,393,134 △1,393,033 

株主資本合計 16,298,656 16,576,678 

評価・換算差額等 

その他有価証券評価差額金 59,649 116,849 

評価・換算差額等合計 59,649 116,849 

純資産合計 16,358,306 16,693,527 

負債純資産合計 23,375,985 23,350,109 
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(2)【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

売上高 11,248,674 

売上原価 7,047,229 

売上総利益 4,201,444 

販売費及び一般管理費 4,358,395 

営業損失（△） △156,951 

営業外収益 

受取利息 4,977 

受取配当金 22,810 

その他 15,707 

営業外収益合計 43,496 

営業外費用 

支払利息 4,549 

その他 14,308 

営業外費用合計 18,857 

経常損失（△） △132,312 

特別利益 

貸倒引当金戻入額 2,083 

特別利益合計 2,083 

特別損失 

固定資産除却損 1,039 

特別損失合計 1,039 

税金等調整前四半期純損失（△） △131,268 

法人税、住民税及び事業税 36,467 

法人税等調整額 △70,558 

法人税等合計 △34,091 

四半期純損失（△） △97,177 
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 

 至 平成20年９月30日) 

売上高 5,880,512 

売上原価 3,690,740 

売上総利益 2,189,772 

販売費及び一般管理費 2,188,808 

営業利益 963 

営業外収益 

受取利息 3,980 

受取配当金 1,388 

その他 8,440 

営業外収益合計 13,809 

営業外費用 

支払利息 2,231 

その他 15,016 

営業外費用合計 17,248 

経常損失（△） △2,475 

特別利益 

貸倒引当金戻入額 528 

特別利益合計 528 

特別損失 

固定資産除却損 688 

特別損失合計 688 

税金等調整前四半期純損失（△） △2,636 

法人税、住民税及び事業税 10,965 

法人税等調整額 2,715 

法人税等合計 13,680 

四半期純損失（△） △16,316 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円） 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

税金等調整前四半期純利益 △131,268 

減価償却費 310,220 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,692 

受取利息及び受取配当金 △27,788 

支払利息 4,549 

デリバティブ評価損益（△は益） 7,222 

固定資産除却損 1,039 

売上債権の増減額（△は増加） 535,564 

たな卸資産の増減額（△は増加） △862,441 

仕入債務の増減額（△は減少） 347,382 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,669 

その他 △181,731 

小計 3,724 

利息及び配当金の受取額 27,692 

利息の支払額 △922 

法人税等の支払額 △39,933 

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,439 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形固定資産の取得による支出 △220,720 

無形固定資産の取得による支出 △35,700 

投資活動によるキャッシュ・フロー △256,420 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

長期借入金の返済による支出 △5,562 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,646 

自己株式の取得による支出 △101 

配当金の支払額 △181,424 

財務活動によるキャッシュ・フロー △192,734 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △458,594 

現金及び現金同等物の期首残高 4,073,503 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,614,908 
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項なし 

  

当企業グループは、製商品の種類、性質、製造方法、販売市場等の類似性から判断いたしまして、
同種・同系列の各種照明器具を専ら製造販売しておりますので、事業の種類別セグメント情報は記載
しておりません。 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の合計額に占める「本邦」の割合が90％を超
えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。 

  

該当事項なし 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考」

前中間連結損益計算書

前中間連結会計期間
(自 平成19年４月１日
至 平成19年９月30日)

区分 金額(千円)
百分比 
(％)

Ⅰ 売上高 11,107,476 100.0

Ⅱ 売上原価 6,981,304 62.9

   売上総利益 4,126,172 37.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費 4,280,155 38.5

   営業損失(△) △ 153,982 △ 1.4

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 5,716

 ２ 受取配当金 16,966

 ３ 受取賃貸料 2,280

 ４ その他 14,645 39,608 0.4

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 4,503

 ２ その他 4,706 9,209 0.1

   経常損失(△) △ 123,583 △ 1.1

Ⅵ 特別利益

 １ 投資有価証券売却益 10,000

 ２ 貸倒引当金戻入 3,289

 ３ 退職給付制度一部終了益 545,363 558,652 5.0

Ⅶ 特別損失

 １ 固定資産売却損 7,489

 ２ 固定資産除却損 71,889

 ３ 投資有価証券評価損 4,252

 ４ 過年度役員退職慰労 
   引当金繰入額

94,865

 ５ 過年度退職給付費用 23,282 201,779 1.8

   税金等調整前中間純利益 233,289 2.1

   法人税、住民税 
   及び事業税

27,162

   法人税等調整額 161,463 188,625 1.7

   中間純利益 44,664 0.4
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